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サラブレッドせり市場のレポジトリーには，
様々な獣医学的検査の情報が集められています
が，前に紹介した四肢のレントゲン画像ばかりで
なく，「喉の内視鏡検査」の所見もその一つです。
競走馬の気道の上部には，「喘鳴症」，「軟口蓋

背方変位」など競走時に呼吸の問題を起こし，競
走馬としての能力に影響を与えるような異常が認
められることがあります。強い運動を負荷しなく
とも，それをチェックできないかと実施されてい
るのが，この「喉の内視鏡検査」です。実施方法
は，安静にした馬の鼻孔から軟性の内視鏡（ファ
イバースコープ）を咽喉頭部手前まで挿入し，喉
頭部の形態，呼吸時の動きなどを観察することに
よるものです。
米国などでは，喉の検査は携帯できる内視鏡を
用いて，往診先でも普段から実施されています。
異常所見はきちんと分類され，その程度の違いも
グレード分けされています。たとえば，「LH，
GradeⅡ」といえば，グレード２の喉頭片麻痺
（「喘鳴症」）を示し，両側披裂軟骨は十分外転す
るが，左右の同調性に欠ける程度の麻痺があるこ
とを意味しています。
国内のせり市場では，平成18年から「喉の内視

鏡検査情報」の開示が，一部の市場で開始されま
した。日本の獣医療では，内視鏡検査は米国等の
ようには普及はしておらず，診療所等に馬を運ん
だ上で，動画撮影も可能な大きな機器での検査が
主流であったため，市場に提示されるのも，動画
記録そのものとなっています。

レントゲン画像の異常所見でも述べましたが，
「喉の内視鏡検査」で認められる異常所見も，そ
の後の競走成績にどの程度影響するのかは，なか

なか一概には答えられるものではありません。重
要なことは，購買者には，信頼する獣医師等の意
見を参考にしながら，自分自身の責任で，購入す
るかどうか判断してもらうということです。
とはいえ獣医師にも，売買での判断が公正にで

きるような，内視鏡検査の適切な技術も必要です
し，異常に対しての予後や処置についての知識も
必要です。購入希望者から意見を求められた場合
には，データ，知識，経験をもとに何かしらのア
ドバイスをしなくてはなりません。

研修センターでは，喉の異常に関するさまざま
な研修を実施してきました。
米国からは実際に喉の内視鏡検査を実践し，著
書まであるDr.Rodgersonを講師として招き，豊
富な症例経験を紹介した講演と，実際に走ってい
る馬の喉の動きをみるために「トレッドミル運動
下での喉の内視鏡検査」の実技研修を実施し，異
常のある馬に対して，競走能力を取り戻すための
手術の実技研修も実施しました。
更に，若い獣医師には，レポジトリー用の検査

の前に，実習馬を用いた実技練習を積む機会を設
けました。
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 披裂軟骨の左右不対称  左側は吸気中も十分開かない。
「喉頭片麻痺」（LH，GradeⅢ）
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